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本州と四国をつなぐ明石海峡大橋
天候に左右される海上交通だけに頼る本四間に、安全かつ短時間
で往来できる道路や鉄道を通し、経済の発展、文化の振興につな
げる構想は、明治時代から提唱され、1955年に起きた海難事故
を契機に具体化する。1959年、国は実現に向けて調査を開始し、
10年をかけて3つのルート（神戸・鳴門、児島・坂出、尾道・今
治）の建設計画が策定され、1970年に各ルートの連絡橋と道路、
鉄道の建設や管理などを行う本州四国連絡橋公団（現・本州四国
連絡高速道路株式会社）が設立された。その後、オイルショック
等による経済状況の変化で見直しがなされ、明石海峡大橋は道路
単独橋とすることが決まり、1986年に起工を迎えた。

古くから日本人は人の和を尊重する社会をつくってきた。
協調性の高さは世界で群を抜き、

欧米から個人の顔が見えにくいと言われる一方で、多くの成果を上げている。
ものづくりの分野においても、協調性を活かし、日本人の持つ技術力をさらに高め、

磨きつづけることが、今後の日本の原動力となるはずだ。
そこで第2回「和」では、人の力をもって、あらゆる専門性を融和させ、

新たな可能性を開こうとする日本人の「総合力」を取材した。

【 第 2回 】

技術にかける“日本人”の熱き想いを探る

和

文：清水 潤　P.06– P.11の写真及び資料提供：本州四国連絡高速道路株式会社

神戸・鳴門ルート
児島・坂出ルート
尾道・今治ルート

明石海峡
大橋

広島県
岡山県 兵庫県

徳島県

香川県

愛媛県

明石海峡大橋力の融和 P.06

二子玉川ライズ街の融和 P.12

スーパーコンピュータ「京」技の融和 P.16
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瀬
戸
内
海
を
跨
い
で
兵
庫
県
神
戸
市

と
淡
路
市
を
結
ぶ
吊
橋
、「
明
石
海
峡

大
橋
」
は
一
九
九
八
年
四
月
に
供
用
を

開
始
し
て
か
ら
今
年
で
一
五
年
目
を
迎

え
る
。
全
長
三
、九
一
一
㍍
。
吊
橋
の
規

模
を
表
す
中
央
支
間
長
は
世
界
最
長
の

一
、九
九
一
㍍
で
あ
る
。
こ
の
記
録
は

い
ま
だ
に
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

本
州
側
の
海
岸
に
整
備
さ
れ
た
舞
子

公
園
を
訪
れ
る
と
、
ま
ず
山
の
よ
う
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
量
感
に
圧
倒

さ
れ
る
。
長
さ
八
四
・
五
㍍
、
幅
六
三

㍍
、
高
さ
五
〇
㍍
。
重
量
約
三
五
万
㌧

の
ア
ン
カ
レ
イ
ジ（
1
A
）で
あ
る
。
ア

ン
カ
レ
イ
ジ
は
明
石
海
峡
大
橋
の
補
剛

桁
を
吊
る
二
本
の
メ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
を

固
定
し
、
そ
の
重
さ
で
ケ
ー
ブ
ル
一
本

あ
た
り
六
万
㌧
も
の
張
力
に
抵
抗
し
て

い
る
の
だ
。
な
だ
ら
か
な
曲
線
を
描
く

八
〇
㍍
、
高
さ
約
七
〇
㍍
、
重
量

一
五
、八
〇
〇
㌧
の
巨
大
な
鋼
製
ケ
ー

ソ
ン
（
型
枠
）
を
造
船
所
の
ド
ッ
ク
で

製
作
し
、
海
上
を
船
で
曳
い
て
現
地
ま

で
運
搬
。
海
中
に
沈
設
し
、
ケ
ー
ソ
ン

内
に
水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
て

い
く
。
な
か
で
も
ケ
ー
ソ
ン
の
沈
設
は

工
事
の
山
場
と
な
っ
た
。
所
定
の
位
置

に
設
置
す
る
た
め
に
、
作
業
管
理
シ
ス

テ
ム
を
開
発
。
さ
ら
に
ケ
ー
ソ
ン
を
一

旦
小
豆
島
付
近
に
曳
行
し
て
、
約
一
カ

月
に
わ
た
る
作
業
習
熟
訓
練
が
実
施
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
設
置
誤
差
は
五
㌢

㍍
以
内
と
い
う
驚
く
べ
き
高
精
度
を
実

現
し
た
。
ま
た
、「
洗
掘
」
と
い
う
現
象

の
防
止
も
必
須
だ
っ
た
。
ケ
ー
ソ
ン
周

調
査
開
始
か
ら
四
〇
年
、国
力
の

発
展
に
よ
っ
て
長
大
橋
が
実
現

イルミネーションで浮かび上がる明石海峡大橋
神戸側から淡路島を望む夜景のなかに全長3,911mの明石
海峡大橋が浮かび上がる。ケーブルに取りつけられた照明
で優美な曲線が描き出されている。（写真：中原一隆）

主塔基礎のコンクリート打設
海上で資材を補給しながらコンクリートを打設するために、台船にプラントが搭載され
た。打設量は神戸側（2P）が26万㎥、淡路側（3P）が23万㎥と極めて大量。大型のコン
クリートプラントを24,000tの台船に装備し、1回9,000㎥の打設を3昼夜連続で敢行し、
約1年で水中コンクリートを打設完了した。

主塔基礎に生じる洗掘現象（検証モデル）
ケーソンの周囲に加速流や渦が生じ、深く削られ
る。これに対してフィルターユニット（1tの砕石を
つめた網袋）が考案され、さらに捨て石で覆って対
処した。設置ケーソン工法は先行してつくられた
瀬戸大橋で採用されたものから、明石海峡の強潮流
に対してさらに検討が加えられた。

フィルターユニットで洗掘を防止
700個のフィルターユニットを鋼製ケーソンの全
周に12回に分けて設置した。

メ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
を
高
く
支
持
す
る
鋼

製
の
主
塔
も
ま
た
巨
大
で
あ
る
。
高
さ

は
約
三
〇
〇
㍍
。
頂
部
は
視
界
の
は
る

か
彼
方
に
そ
び
え
て
い
る
。

　
「
長
大
吊
橋
と
い
う
も
の
は
、
国
力

が
発
展
し
た
と
き
に
こ
そ
架
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
」
と
語
る
の
は
本
州
四
国

連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
・
安
全
技
術

部
長
の
平
野
茂
さ
ん
。「
必
要
と
な
る

の
は
技
術
力
と
工
業
力
、
そ
れ
を
支
え

る
経
済
力
。
す
な
わ
ち
国
力
で
す
。
日

本
が
架
橋
技
術
を
学
ん
だ
ア
メ
リ
カ
も

国
力
が
好
調
の
時
代
に
長
大
橋
を
つ
く

っ
て
き
ま
し
た
」。
明
石
海
峡
大
橋
を

は
じ
め
本
四
連
絡
橋
の
建
設
は
、
ま
さ

に
国
力
を
結
集
し
た
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
っ
た
。
建
造
を
担
っ
た
業
種
も
多

岐
に
わ
た
る
。
主
塔
基
礎
、
ア
ン
カ
レ

イ
ジ
の
工
事
は
建
設
会
社
。
主
塔
や
ケ

ー
ブ
ル
、
補
剛
桁
の
工
事
は
橋
梁
会
社

や
製
鉄
会
社
が
担
当
。
さ
ら
に
造
船
会

社
・
舗
装
関
連
の
主
要
企
業
が
顔
を
そ

ろ
え
、
日
本
の
建
設
技
術
の
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

　

明
石
海
峡
大
橋
の
建
造
で
最
大
の
難

条
件
は
強
い
潮
流
だ
っ
た
。
主
塔
の
基

礎
は
こ
の
流
れ
に
打
ち
勝
っ
て
つ
く
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
基
礎
位
置

の
潮
流
速
度
は
最
速
で
毎
秒
四
・
五
㍍
。

風
速
に
換
算
す
る
と
毎
秒
一
二
〇
㍍
の

力
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
さ

ら
に
、
支
持
層
と
な
る
固
い
岩
盤
が
水

深
一
五
〇
㍍
以
上
と
深
す
ぎ
る
た
め
、

海
面
か
ら
水
深
五
〇
㍍
付
近
の
比
較
的

や
わ
ら
か
い
層
に
基
礎
を
設
置
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
条
件
は
基
礎
の
掘
削
や
設

置
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
性
能
や
打
設
作

業
な
ど
、
施
工
全
体
に
わ
た
り
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。
採
用
さ
れ
た
の
は
設

置
ケ
ー
ソ
ン
工
法
で
あ
る
。
直
径
約

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
安
全
技
術

部
長
・
平
野
茂
さ
ん
。
明
石
海
峡
大
橋
で
は
主

塔
基
礎
の
工
事
長
を
務
め
、
補
剛
桁
の
計
画
な

ど
に
も
携
わ
っ
た
。
国
内
の
架
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
支
援
に
も
尽
力
し
て
い
る
。（
写
真
：
中
原

一
隆
）

海
峡
の
強
い
潮
流
に
打
ち
勝
つ

主
塔
基
礎

鉄 コンクリート力 の
融 和

明石海峡大橋の側面図
左が神戸側、右が淡路島側。中央に約1,500mの国際航路を確保しながら、両
岸からそれぞれ約960mの位置に主塔基礎を配置している。

明石海峡大橋

国の総力を
融合して実現させた
世界最長の吊り橋
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囲
の
海
底
地
盤
が
潮
流
に
よ
っ
て
深
く

削
り
取
ら
れ
、
放
置
す
れ
ば
ケ
ー
ソ
ン

が
転
倒
す
る
恐
れ
も
あ
る
。
入
念
な
調

査
研
究
が
な
さ
れ
、
フ
ィ
ル
タ
ー
ユ
ニ

ッ
ト
が
考
案
さ
れ
た
。
設
置
後
す
ぐ
に

大
量
の
砕
石
を
詰
め
た
網
袋
を
沈
め
、

そ
の
上
を
捨
て
石
で
覆
う
こ
と
で
洗
掘

を
防
止
し
て
い
る
。

　

一
方
、
水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
か
つ

て
な
い
大
量
打
設
を
必
要
と
さ
れ
る
た

め
、
品
質
や
施
工
性
、
工
期
な
ど
を
検

討
し
、
水
中
不
分
離
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
大
規
模
施
工
法
が
開
発
さ
れ
た
。
大

量
打
設
ゆ
え
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
開
発
は

ア
ン
カ
レ
イ
ジ
で
も
行
わ
れ
、
低
発
熱

セ
メ
ン
ト
を
使
用
し
た
高
流
動
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
使
用
。
締
固
め
作
業
を
低
減

し
、
急
速
施
工
を
実
現
し
た
。

　

鋼
製
の
主
塔
は
秒
速
六
七
㍍
の
強
風

に
耐
え
る
設
計
で
あ
る
。
工
事
は
塔
柱

を
高
さ
約
一
〇
㍍
、
三
〇
段
の
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
て
、
許
容
誤
差
一
万
分
の
一

の
精
度
で
工
場
製
作
し
、
現
場
で

一
六
〇
㌧
吊
の
架
設
ク
レ
ー
ン
を
使
っ

て
組
み
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
に
影

響
す
る
の
が
海
上
に
吹
く
風
で
あ
る
。

主
塔
が
傾
か
な
い
よ
う
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

継
ぎ
目
に
精
度
が
要
求
さ
れ
る
。
ま
た

完
成
後
も
強
風
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
塔
柱
内
に
二
〇
基
の

制
振
装
置
を
設
け
な
が
ら
、
ク
レ
ー
ン

に
も
装
着
し
て
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
メ
イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
の
架
設

が
ほ
ぼ
完
了
し
た
一
九
九
五
年
一
月
、

淡
路
島
北
部
を
震
源
と
す
る
阪
神
・
淡

路
大
震
災
が
発
生
。
主
塔
と
ケ
ー
ブ
ル

自
体
は
無
傷
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
海

底
地
盤
が
動
い
た
た
め
、
主
塔
基
礎
と

精
度
を
追
求
し
た
主
塔
の
建
造

風
を
制
し
、地
震
に
耐
え
る

強風に耐えて主塔を組み上げる
塔柱を30段に分けて工場で製作。主塔基礎の上に設置した架設ク
レーン（クライミング式タワークレーン）でブロックを吊り上げ、組
み上げられた。強風によって、振動し損傷しないため、塔柱にもク
レーンにも制振装置が取りつけられている。1段を固定するのに用
いられたボルトは1万本。主塔1本で約70万本に及ぶ。

明石海峡大橋の
模型による風洞実験
耐風性能を十分に検証す
るために大型実験施設を
つくり、100分の1の全
橋模型（全長40m）を用
いて風洞実験が行われ
た。

メインケーブルのストランドを架設
メインケーブルは全長約4㎞。プレハブスト
ランド工法で架設された。直径5.23㎜の素線
127本を六角形の断面形状に束ねてストラン
ドをつくり、1本ずつ290本を架設。これをさ
らに束ねてラッピングし1本のメインケーブ
ルとする。その直径は1.112m。素線には従
来よりも高強度の鋼線が開発された。写真は
スプレーサドルにストランドをセットしてい
る状況。スプレーサドルはアンカレイジに引
き込むケーブルを下方に曲げるための受け
台。ケーブルからかかる力をアンカレイジに
効率よく伝えるため、スプレーサドルにスト
ランドを納める割り付けがなされている。

イ
ン
ケ
ー
ブ
ル
は
交
換
が
想
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
明
石
海
峡
大
橋
で
は
ケ
ー
ブ

ル
の
腐
食
を
防
止
す
る
た
め
、
送
気
乾

燥
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
た
。
橋
の
完

成
前
か
ら
乾
燥
空
気
の
送
気
が
開
始
さ

れ
、
現
在
で
も
目
標
湿
度
四
〇
％
以
下

を
維
持
す
る
な
ど
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
。「
実
際
に
維
持
管
理
し
て
い
く

な
か
で
発
生
し
て
く
る
問
題
を
知
恵
と

工
夫
を
集
結
し
て
解
決
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
り
経
済
的
に
健

全
な
状
態
を
維
持
す
る
た
め
に
は
今
後

も
新
た
な
技
術
を
開
発
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
」
と
平
野
さ
ん
は
語
る
。

調
査
開
始
か
ら
四
〇
年
を
か
け
て
完
成

し
た
橋
を
、
そ
の
何
倍
も
の
年
月
に
わ

た
り
活
か
す
た
め
に
地
道
な
努
力
が
続

い
て
い
る
。

アンカレイジのコンクリート打設
メインケーブルのストランドを定着するためのケーブルアンカーフ
レーム（約4,000t）を設置後、コンクリートを打設。発熱でひび割
れが生じないように低発熱セメントを用いた高流動コンクリートを
開発。現場にプラントを設置し、建造された。

ア
ン
カ
レ
イ
ジ
の
相
対
的
位
置
が
ず
れ
、

支
間
長
が
少
し
ず
つ
延
び
て
橋
全
体
で

一
・
一
㍍
長
く
な
っ
た
。
解
析
の
結
果
、

構
造
的
な
影
響
は
極
め
て
小
さ
く
、
工

事
は
再
開
さ
れ
補
剛
桁
の
長
さ
を
そ
の

分
長
く
製
作
す
る
な
ど
の
対
応
で
完
成

を
見
た
。

　

建
造
さ
れ
た
橋
も
、
適
切
な
維
持
管

理
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
劣
化
が
早
く
進

ん
で
し
ま
う
。
吊
橋
の
命
綱
で
あ
る
メ

維
持
管
理
技
術
の
開
発
を

継
続
し
、長
大
橋
を
守
る

メインケーブルを
錆びから守る
送気乾燥システム
メインケーブルの腐食を防止
するために開発された。ケー
ブル内に乾燥空気を送り込
み、錆びを防止する。給気間
隔は約140m。橋の完成前か
ら送気が開始され、良好な状
態を保っている。
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採
掘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
〇
七

（
明
治
四
十
）
年
、
玉
川
電
気
鉄
道
が
二

子
玉
川
・
渋
谷
間
に
開
通
。
砂
利
の
運

搬
と
と
も
に
、
人
々
の
交
通
手
段
と
な

っ
た
。
集
客
の
た
め
に
料
亭
や
割
烹
店

が
誘
致
さ
れ
河
川
敷
に
出
店
。
二
子
玉

川
は
多
摩
川
の
自
然
を
愛
で
、
舟
遊
び

や
食
事
を
楽
し
ん
で
余
暇
を
過
ご
す
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
栄
え
た
。

　

戦
後
に
な
る
と
一
九
五
四
（
昭
和

二
十
九
）
年
、
新
た
に
二
子
玉
川
園
が

開
園
し
、
市
民
の
行
楽
地
と
な
る
。
料

亭
街
だ
っ
た
場
所
は
宅
地
化
さ
れ
、
駅

前
は
来
園
者
を
お
も
な
顧
客
と
す
る
商

店
が
増
加
し
た
。
こ
う
し
た
繁
華
な
エ

リ
ア
は
お
も
に
駅
の
東
地
区
に
展
開
さ

れ
て
き
た
が
、一
九
六
九（
昭
和
四
十
四
）

年
、
西
地
区
に
玉
川
髙
島
屋
S
・
C
が

開
業
し
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

商
業
が
栄
え
る
エ
リ
ア
が
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
。
そ
の
後
、
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様

化
な
ど
で
、
二
子
玉
川
園
が
一
九
八
五

（
昭
和
六
十
）
年
に
閉
園
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
、
東
地
区
は
転
機
を
迎
え
る
。

所
有
者
の
東
急
電
鉄
・
東
急
不
動
産
も
、

ま
た
、
人
出
に
よ
っ
て
生
活
を
支
え
て

き
た
商
業
者
も
次
の
展
開
を
図
る
こ
と

が
課
題
と
な
っ
た
。

　

東
京
・
世
田
谷
の
二
子
玉
川
駅
周
辺

は
、
都
心
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
一
つ
、

渋
谷
か
ら
電
車
で
一
五
分
た
ら
ず
の
至

近
距
離
に
あ
り
、
東
急
田
園
都
市
線
や

大
井
町
線
、
東
横
線
沿
線
に
居
住
す
る

市
民
に
と
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
街
と
し
て
人
気
が
高

二
子
玉
川
で
注
目
さ
れ
る

新
た
な
街
づ
く
り

二子玉川ライズ

多摩川の自然環境と
ともに、都市機能が
充実する街を創出

い
。
ま
た
、
多
摩
川
に
臨
み
、
自
然
の

息
吹
に
富
む
環
境
に
恵
ま
れ
た
エ
リ
ア

で
も
あ
る
。
こ
こ
で
い
ま
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
駅
の
東
側
一
帯
に
市
街
地
再

開
発
事
業
と
し
て
進
行
中
の
大
規
模
な

街
づ
く
り
、「
二
子
玉
川
ラ
イ
ズ
」
で
あ

る
。
す
で
に
二
〇
一
一
年
三
月
ま
で
に

第
一
期
事
業
の
四
つ
の
街
区
が
竣
工
。

住
宅
街
区
の
高
層
タ
ワ
ー
が
目
を
引
き
、

駅
に
隣
接
す
る
商
業
街
区
に
は
大
き
な

吹
き
抜
け
空
間
の
広
場
「
ガ
レ
リ
ア
」

と
、
店
舗
及
び
オ
フ
ィ
ス
の
複
合
ビ
ル

が
開
業
し
て
買
い
物
客
・
就
業
者
で
賑

わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
期
事
業
も

こ
の
一
月
に
着
工
予
定
で
あ
る
。

　

二
子
玉
川
の
街
の
歴
史
は
多
摩
川
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
。
江
戸
時
代
か
ら

風
光
明
媚
な
土
地
と
し
て
知
ら
れ
、
大

名
の
別
荘
に
あ
た
る
下
屋
敷
が
建
て
ら

れ
て
い
た
と
い
う
。
武
蔵
野
の
景
観
を

特
徴
づ
け
る
斜
面
地
で
あ
る
国
分
寺
崖

線
が
北
側
に
走
り
、
水
と
緑
が
豊
富
で
、

富
士
山
な
ど
の
眺
望
も
美
し
か
っ
た
。

　

明
治
時
代
初
期
に
都
心
の
建
設
ラ
ッ

シ
ュ
が
進
み
、
資
材
と
し
て
川
砂
利
が

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
栄
え
た

歴
史
的
背
景

都心へと砂利を運ぶ玉電
玉川電気鉄道の開業当時は客車と砂利運搬
貨物車を連結して運行していた。

（左2つと共に提供：東京急行電鉄株式会社）

商業発展の先駆、玉川髙島屋S・C 
昭和44年、二子玉川駅の西側に玉川髙島屋
S・Cがオープン。これをきっかけに西地区
はショッピングの街を形成してきた。

1985年まで続いた二子玉川園
昭和29年に開業した二子玉川園。開園日には
53,000人の入場者数を記録し、休日は沿線から
の親子連れで賑わった。写真は昭和30年代。

駅と自然と再開発
二子玉川駅と再開発が進む二子玉川
ライズ。二子玉川駅で東急田園都市
線と東急大井町線が合流する。再開
発に先行して駅舎を大改修。さらに
混雑緩和のために大井町線の復々線
化を溝の口駅まで延伸。商業街区の
複合ビル（左）と住居街区のタワー
棟（右）がそびえる。

都心 郊外 街 の
融 和

写真：中原一隆　写真提供：東京急行電鉄株式会社

駅と直結する大空間
商業街区が駅に接続し、2棟のビル
に商業店舗と事務所を配置。2棟は
大きな吹き抜け空間をもつ広場、ガ
レリアで繋がれている。商業街区に
はショッピングセンターと、再開発
に参加した地元の商業者が入居して
いるオークモールがある。
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リ
ア
を
経
由
し
て
多
摩
川
河
川
敷
へ
い

た
る
歩
行
者
専
用
道
「
リ
ボ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
」
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
も
大
き

な
特
徴
で
あ
る
。
駅
に
近
い
Ⅰ
（
商
業

等
）
街
区
か
ら
Ⅲ
（
住
宅
等
）
街
区
に

向
か
う
に
し
た
が
っ
て
、
公
開
空
地
に

緑
を
増
や
し
て
公
園
に
結
び
、
自
然
が

あ
ふ
れ
る
多
摩
川
へ
。
周
辺
の
道
路
も

整
備
さ
れ
、
一
帯
に
回
遊
性
が
生
ま
れ

て
い
る
。
昭
和
の
開
発
と
は
異
な
る
形

で
休
日
を
ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
る
街
が
つ

く
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
二
期
事
業
と
し
て
二
〇
一
五

（
平
成
二
十
七
）年
に
開
業
予
定
の
Ⅱ
a

街
区
に
は
、
地
下
二
階
、
地
上
三
〇
階

建
て
の
オ
フ
ィ
ス
を
中
心
と
し
た
高
層

棟
が
建
設
さ
れ
、
就
業
人
口
を
増
や
す

計
画
だ
。
ホ
テ
ル
、
映
画
館
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
な
ど
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施

設
な
ど
も
組
み
込
ま
れ
、
新
た
な
都
市

機
能
が
加
わ
る
の
で
あ
る
。「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
職
業
に
就
く
人
た
ち
が
集

い
、
情
報
交
換
し
な
が
ら
働
く
空
間
も

提
案
し
て
い
き
ま
す
」
と
佐
野
さ
ん
。

二
子
玉
川
は
自
然
を
活
か
し
な
が
ら
周

辺
地
域
の
生
活
の
拠
点
と
な
り
、
働
く

場
と
し
て
の
魅
力
も
兼
ね
備
え
た
街
と

し
て
成
長
を
図
っ
て
い
く
。

　

二
子
玉
川
園
の
閉
園
が
近
づ
い
た

一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
、
東
地

区
で
「
再
開
発
を
考
え
る
会
」
が
発
足

し
、
世
田
谷
区
や
東
京
都
の
構
想
を
ベ

ー
ス
に
再
開
発
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
っ
た
。
行
政
の
基
本
計
画
が
作
成

さ
れ
、
東
地
区
の
商
業
者
や
居
住
者
な

ど
の
地
権
者
が
参
集
し
て
再
開
発
準
備

組
合
が
立
ち
上
が
っ
た
の
は
一
九
八
七

（
昭
和
六
十
二
）
年
。
最
終
的
に
事
業
プ

ラ
ン
の
都
市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
た
の

は
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
。
第
一

期
事
業
（
東
地
区
市
街
地
再
開
発
）
が

二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
に
着
工
を

迎
え
た
。

　
「
た
く
さ
ん
の
地
権
者
の
皆
さ
ん
が

協
力
し
て
事
業
を
進
め
、
東
急
電
鉄
・

東
急
不
動
産
も
一
地
権
者
と
し
て
努
力

し
て
き
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
二
子

玉
川
東
第
二
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

事
務
局
の
事
業
推
進
グ
ル
ー
プ
で
統
括

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
佐
野
陽
司
さ
ん
。

「
街
づ
く
り
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

途
中
で
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る
計
画
の
見

直
し
も
あ
り
ま
し
た
。
地
権
者
の
皆
さ

東
地
区
の
関
係
者
が
協
力
し

再
開
発
事
業
に
取
り
組
む

二
子
玉
川
東
第
二
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
事

務
局
、
事
業
推
進
グ
ル
ー
プ
統
括
リ
ー
ダ
ー
・

佐
野
陽
司
さ
ん
。
土
地
所
有
者
や
借
地
・
借
家

権
者
な
ど
二
〇
〇
を
超
え
る
関
係
権
利
者
の
権

利
変
換
や
事
務
局
総
務
な
ど
、
再
開
発
組
合
の

仕
事
に
携
わ
る
。

ん
も
親
か
ら
子
へ
代
替
り
し
、
三
十
年

近
く
か
け
た
一
期
事
業
の
完
成
を
感
慨

深
い
思
い
で
迎
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
る
。

　

再
開
発
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
敷
地

は
駅
前
周
辺
と
二
子
玉
川
園
跡
地
な
ど

を
含
む
一
一
・
二
㌶
に
及
ぶ
。
民
間
に

よ
る
再
開
発
と
し
て
は
都
内
最
大
級
の

規
模
で
あ
る
。
さ
ら
に
世
田
谷
区
に
よ

っ
て
、東
急
グ
ル
ー
プ
系
列
の
自
動
車
教

習
所
の
跡
地
を
中
心
と
し
た
六・
三
㌶
に

公
園
が
整
備
さ
れ
る
予
定
だ
。

　

西
側
の
一
部
と
東
地
区
の
広
大
な
エ

自
然
・
商
・
住
・
文
化
が
調
和
し
、

働
く
場
と
し
て
も
魅
力
あ
る
街
へ

自然のなかの再開発
多摩川の河川敷から二子
玉川ライズを望む。水と
緑に恵まれた自然のなか
に都市機能をもつ街が生
まれようとしている。

Ⅱーa（オフィス等）街区
平成27年に開業予定のⅡーa街区の完
成予想パース。上層階がホテル、1 〜
27階までがオフィスとなる。自然に
恵まれたオフィス環境は働く人たちに
とって大きな魅力であり、企業のステ
イタスにもつながる。

リボンストリートを囲む緑の空間
Ⅱーa街区には緑豊かな空間が設けら
れる。上から広場、ビオトープ、リボ
ンストリート（下2枚の図）

休日を
すごす街

街をつなぐリボンストリート
ゆったりと広がる歩行者専用道、リボンストリート
が街をつなぐ。駅の西側からⅠ（商業等）街区、Ⅱ

（オフィス等）街区、Ⅲ（住宅等）街区の中を通り、さ
らに世田谷区が整備する公園から河川敷へ向かう。

Ⅲ（住宅等）街区
タワー棟とレジデンス棟
で構成され、街区内に設
けられた公園では子供た
ちが遊ぶ。

二子玉川駅西口
改札前から見る二子玉川駅の西側。ゆ
とりある駅前空間が形成されている。
正面に見えるのは玉川髙島屋S・C。

Ⅰ（商業等）街区
ガレリアはガラス天井から外光が取り込
まれ、開放的な明るさに満ちた半外部空
間。駅から交通広場へ向かう。休日には
さまざまなイベントも開催され、賑わっ
ている。

働き
たい街

資料提供：二子玉川東第二地区市街地再開発組合
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T
O
P500

はLIN
PA
CK

と
い
う
性

能
測
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
、
世
界

中
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ（
以
下
ス

パ
コ
ン
）の
性
能
を
比
較
し
、結
果
を
公

表
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
一
九
九
〇

年
代
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。ス
パ
コ
ン

「
京
」
は
実
効
性
能
で
八
・
一
六
二
ペ
タ

フ
ロ
ッ
プ
ス（
六
月
発
表
）、一
〇
・
五
一

ペ
タ
フ
ロ
ッ
プ
ス
（
十
一
月
発
表
）
を

達
成
し
た
。
フ
ロ
ッ
プ
ス
は
一
秒
間
に

行
う
計
算
回
数
を
表
す
単
位
で
あ
り
、

ペ
タ
は
一
〇
の
一
五
乗
。
漢
数
字
の
単

位
で
表
せ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
一
秒
間
に

八
、〇
〇
〇
兆
回
、
一
・
〇
五
京
回
と
な

り
、
そ
の
計
算
性
能
は
一
般
人
の
想
像

を
遥
か
に
超
え
る
。
こ
れ
ら
の
値
は
二

位
を
四
倍
以
上
上
回
る
も
の
だ
っ
た
。

　
「T

O
P500

で
世
界
一
に
な
る
こ
と

だ
け
を
目
指
し
て
開
発
し
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
語
る
の
は
独
立
行
政

法
人
理
化
学
研
究
所
、
次
世
代
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
実
施
本
部
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
、
渡
辺
貞
さ
ん
。

「
最
終
的
に
国
の
資
産
と
し
て
世
界
最

先
端
の
科
学
技
術
の
研
究
、
産
業
技
術

の
開
発
に
活
用
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

そ
の
た
め
に
世
界
最
高
の
性
能
を
目
指

し
ま
し
た
」。

　
「
京
」
の
開
発
は
国
の
政
策
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
。
次
世
代
ス
パ
コ
ン

技
術
は
、
平
成
十
八
年
に
閣
議
決
定
さ

れ
た
第
三
期
科
学
技
術
基
本
計
画
の
な

独立行政法人理化学研究所、
次世代スーパーコンピュータ
開発実施本部プロジェクトリ
ーダー・渡辺貞さん。開発の
苦労の一つは、CPUチップの
品質を見極めることだったと
言う。「できあがってから不
具合が1カ所でも見つかれ
ば、88,000個すべてを置き
換えなければならない。そう
なったら大変な損失が発生し
ます」。さまざまな重責を担
ってきた。

新開発のネットワークの概念模型
6次元メッシュ／トーラス構造：Tofu。
大量のデータをやり取りするネットワ
ークの一部に故障があっても、システム
を継続して使用できるように構築がな
された。

写真：特記以外は中原一隆

　

昨
年
、
六
月
と
十
一
月
の
二
度
に
わ

た
り
、
日
本
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
「
京け

い

」
がT

O
P500

に
お
け
る
性
能

ラ
ン
キ
ン
グ
で
世
界
一
を
記
録
し
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
日
本
中
に
感

動
を
呼
ん
だ
。

次
世
代
ス
パ
コ
ン
技
術
は

国
の
基
幹
技
術

整備中のシステム
筐体の数は864台、ファイルシステムが200台
以上。神戸ポートアイランドの計算科学研究機
構3階フロアに設置されている。2階フロアに
設置された空調機によって室温が管理されてい
る。CPUは30℃で低温動作し、消費電力も1個
あたり58Wと省エネが図られた。

数 質 技 の
融 和

LINPACK演算回数／秒

K computer【日】
天河1A号【中】
Jaguar【米】

Nebulae（星雲）【中】
TSUBAME2.0【日】

Cielo【米】
Pleiades【米】
Hopper【米】
Tera-100【仏】
Roadrunner【米】

12,000

（単位：テラFLOPS）

10,0008,0006,0004,0002,0000

2位以下を大きく上回る
 「京」の演算速度
TOP500においてスパコ
ン「京」が10.51ペタフロ
ップスを記録し、2度目の
世界一にランキングされ
た。2011年11月に高性能
計算技術に関する国際会議
で発表された。

スーパーコンピュータ「京
けい

」

世界一の演算速度
日本の技術革新を
推進するツール

（出典：http://www.top500.org/）

スーパーコンピュータ「京」のシステム概要

CPU
CPU（縦22.6㎜×横22.7㎜）は内部に演
算処理を行うプロセッサコアを8個搭載
し、同期しながら複数のデータの並列処理
を行う。従来のCPUよりも遥かに高速な
実行性能をもつ。低温動作により高性能と
低消費電力を両立。信頼性も高い。

（画像提供：富士通株式会社）

システムボード
システムボードにCPUを4個搭載。冷却水
を循環させるホースや、水漏れ防止の安全
弁を装備している。

（画像提供：富士通株式会社）

筐体（システムラック）

SPARC64™ VIIIfx

796㎜ 750㎜

2060㎜

世界第1位となった証明書。

システムボードを筐体の上下段に各12枚
ずつ搭載。筐体の中段には電源、Oシステ
ムボード、サービスプロセッサボード、シ
ステム用磁気ディスクが配置されている。

（画像提供：富士通株式会社）
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C
P
U
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開
発
に
大

き
な
力
が
注
が
れ
た
。「
信
頼
性
を
高

め
る
こ
と
が
き
わ
め
て
大
切
で
す
」
と

渡
辺
さ
ん
。
C
P
U
の
内
部
に
エ
ラ
ー

を
検
出
し
自
動
修
復
す
る
リ
カ
バ
リ
ー

機
能
が
組
み
込
ま
れ
、
故
障
が
発
生
し

て
も
シ
ス
テ
ム
が
停
止
し
な
い
で
走
り

続
け
る
機
能
を
確
保
し
た
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
「
京
」

の
シ
ス
テ
ム
開
発
と
同
時
に
、
そ
の
性

能
を
最
大
限
に
活
用
し
て
画
期
的
な
成

果
を
上
げ
る
た
め
に
、
文
部
科
学
省
が

五
つ
の
分
野
を
対
象
と
し
た
戦
略
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
て
い
る
（
一
八
頁

図
参
照
）。
ま
た
、
ス
パ
コ
ン
の
研
究
・

開
発
を
担
う
「
計
算
機
科
学
」
や
、
ス

パ
コ
ン
を
活
用
し
た
研
究
手
法
な
ど
を

追
求
す
る
「
計
算
科
学
」
を
推
進
す
る

た
め
に
拠
点
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
神
戸

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
計
算
科
学
研
究

機
構
が
設
立
さ
れ
た
。「
京
」
は
同
機
構

の
建
物
内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、

シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
の
評
価
の
最
終
段
階

を
迎
え
て
い
る
。
今
年
六
月
に
完
成
し
、

十
一
月
に
運
用
を
開
始
す
る
予
定
で
あ

る
。

　

建
設
に
関
連
す
る
分
野
で
も
振
動
研

究
や
防
災
・
減
災
、
都
市
計
画
、
環
境

計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
高
度
な
技

術
開
発
が
期
待
さ
れ
る
。

※

　

今
回
取
材
し
た
明
石
海
峡
大
橋
、
二

子
玉
川
ラ
イ
ズ
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
「
京
」
の
開
発
は
、
い
ず
れ
も
大

規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
人
や

技
術
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
力
の
融

和
が
こ
れ
ら
の
実
現
を
大
き
く
支
え
て

い
た
。

か
で
集
中
的
に
投
資
す
べ
き
国
家
基
幹

技
術
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
を

受
け
て
文
部
科
学
省
が
五
カ
年
計
画
で

ス
パ
コ
ン
「
京
」
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ス
タ
ー
ト
。
理
化
学
研
究
所
が
開

発
主
体
と
な
り
、
富
士
通
と
共
同
で
シ

ス
テ
ム
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
京
」
が
目
指
し
た
計
算
性
能
は

一
〇
ペ
タ
フ
ロ
ッ
プ
ス
級
。
世
界
の
ス

パ
コ
ン
レ
ベ
ル
や
半
導
体
技
術
の
動
向
、

一
〇
ペ
タ
フ
ロ
ッ
プ
ス
で
ど
の
く
ら
い

の
精
度
の
研
究
成
果
を
得
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
か
な
ど
多
角
的
に
検
討
し
た

結
果
だ
と
い
う
。
そ
れ
で
は
、
ス
パ
コ

ン
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
研
究
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ス
パ
コ
ン
は
超
高
速
な
計
算
処
理
に

よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
の
数
値
的

モ
デ
ル
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
再
現
し
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
に
開

発
さ
れ
て
き
た
。
実
験
や
観
測
が
困
難

で
あ
っ
た
り
、
不
可
能
で
あ
っ
た
り
す

る
現
象
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
把
握
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
車
の
衝
突
や
ロ
ケ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
の
燃
焼
、
核
融
合
な
ど
極
め
て

短
時
間
に
起
き
る
現
象
、
逆
に
地
球
の

気
候
変
動
や
宇
宙
の
生
成
の
よ
う
に
極

め
て
長
い
時
間
に
起
き
る
現
象
、
あ
る

い
は
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
の
物
質
の
よ
う
に

極
め
て
微
小
な
構
造
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
す

で
に
あ
る
程
度
の
精
度
で
行
わ
れ
て
い

る
が
、
精
度
を
上
げ
よ
う
と
す
る
割
合

に
対
し
て
、
桁
違
い
に
高
い
計
算
性
能

が
必
要
と
な
る
。
広
い
分
野
で
科
学
や

技
術
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
ス
パ
コ
ン

の
性
能
向
上
は
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
京
」
の
開
発
で
優
先
さ
れ
た
の
は

汎
用
性
で
あ
っ
た
。
す
で
に
国
内
の
研

究
機
関
や
大
学
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
調
査
し
、
そ
れ

ら
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
設
計
が
進
め

ら
れ
た
。
広
い
分
野
で
実
際
に
運
用
し

て
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
目
的
だ
か
ら

で
あ
る
。
最
終
的
な
シ
ス
テ
ム
は
、

C
P
U
（
中
央
演
算
処
理
装
置
）
を

八
万
八
、一
二
八
個
用
い
た
超
並
列
型

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
た
。
こ
の
巨
大
シ
ス

テ
ム
を
安
定
し
て
走
ら
せ
る
た
め
に

計
算
科
学
の
拠
点
を
設
け

今
秋
に
運
用
開
始

2011年7月に設立された独立行政法人理化学研究所 計算科学研究
機構の建物外観（施工：大林組）。国のスパコンの研究開発や、計算
科学の拠点となる。スパコン「京」が設置されている計算機棟（約
10,500㎡）と、研究棟（約9,000㎡）、熱源機械棟（2,100㎡）など
で構成されている。

建物は免震構造（基礎免震）が採用され、地震からスパコン「京」を
守っている。免震装置として積層ゴム支承（49カ所）および鉛ダン
パー、鋼製U型ダンパーを設置。震度6強レベルの地震が起きても
主要な機能が確保される。

八
万
八
、一
二
八
個
の
C
P
U

を
搭
載
し
た
汎
用
性
ス
パ
コ
ン

信
頼
性
、耐
久
性
に
も
優
れ
る

画像提供：戦略機関分野1〜5

「京」の活用が
期待される5分野

防災・減災に資する
地球変動予測

分野

3

地球全体の規模で雲の動きなどを計算するこ
とにより、台風の進路や集中豪雨について精
度の高い予測ができるようになり、災害の被
害を大幅に減らすことができる。また、地震
発生予測、津波予測、構造物被害など、それ
らが複雑に絡み合う複合災害をより正確に予
測し、次世代型地震・津波ハザードマップの
礎を確立する。

次世代ものづくり

分野

4

複雑現象の大規模・精緻な解析
を通して新しい技術を生み出し
たり、資源循環型製品など今後
の重要な課題に対応した新製品
の開発に寄与できる最適な技術
の組み合わせを見出したり、製
品を丸ごと診断することにより
多面的な機能（性能、効率、快
適性、信頼性など）が総合的に
評価できるようになり、ものづ
くりの変革に貢献する。

物質と宇宙の起源と構造

分野

5

多様な物質の起源と複雑な宇宙
の構造を解き明かすため、数値
シミュレーションによってビッ
グバンから現在までを再現し、
未来を予測する。物理学の基礎
方程式を用いて、素粒子・原子
核・原子・分子、さらには星や
星間物質・ダ－クマターなどを
記述し、その正体と誕生の謎に
迫る。

予測する生命科学・
医療および創薬基盤

分野

1

計算生命科学による新たな生命
現象の理解と予測、それに応じ
た新薬の開発支援や予測医療の
実現に向けたシミュレーション
を行う。ゲノムを基軸とした大
規模生命データ解析から細胞内
での生体高分子の挙動の解析、
さらには細胞・組織・臓器など
の階層における動的解析へと研
究を発展させることで、健康社
会の基盤づくりに貢献する。

多階層の生命現象

ゲノム 全身

組織、臓器

タンパク質

細胞

新物質・エネルギーの創成

分野

2

半導体材料や高分子材料など、基礎研究の中
から生まれた物質は、現代社会の産業基盤を
形成してきた。新量子相・新物質探索のアイ
デアや物質機能の深い理解、この基礎研究の
源流を、高機能・高性能な次世代電子デバイ
スの開発や環境に優しいエネルギーの効率的
な生成の仕組みなど、未来の産業革新につな
がる奔流へと導く。

新物質・新現象

次世代電子デバイス

─新しい結晶や分子をデザイン─

─機能を予測し実験で検証─

エネルギー創成

電極

電極

電圧
印加

電界液

新機能素子電極 電極

東南海地震の
地震動・津波
シミュレーション

雲解像データ同化による集中豪雨の再現・予測実験
（2005年9月4日杉並区の豪雨）


